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『

論
註
』

「

名
義
摂
対
」

の

論
理
と

そ
の

背
景

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

田

　
中

　
無

　
量

　

僧
肇

（

三

八
四

−
四
一

四

？）

を
媒

介
に

し
て

龍
樹
の

中
観
思
想
を
学

び
、

「

四

論
仏
性
」

を

研
鑽
し
た
北

魏
の

曇

鸞
（
四

七

六
−

五

四

二

頃）

は
、

「

浄
土
論
』

を
注
釈
し
た
『

往
生

論
註
』

（

以
下

、

「
論
註
』

）

を

著
し

て

い

る
。

こ

の

『

論

註
』

は
、

曇
鸞
自
ら
の

思

想
的

立

場
か
ら

「

浄
⊥

論
」

を

解
釈
し

た
も
の

で

あ
り
、

そ

こ

に

は

『

浄
土

論
』

か

ら

『

論
註
』

へ

の

思

想
展
開
を

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

そ
の
一

端
と

し
て

、

筆
者
は
、

拙
稿
「

『

往
生
論
註
』

に

み

ら
れ

る

「

智
」

と

「

慧
」

の

分
釈
の

意

図
」

（
『

真
宗
学
』

＝

エ
ハ

号、

刊
行

予
定）

に
、

ま

ず
『

浄

土
論
』

と

『

論

註
」

の

「

智
慧
」

の

説
示
が
異
な
る

こ

と

を
論
じ
た

。

そ
し
て

こ

の

相
違

に

注
囗
す
る
こ

と

で
、

従
来
の

研
究
に

よ

る

「

名
義
摂
対
」

1
智
慧
と

方

便
を
語
る
箇
所
1

の

解
釈
の

問
題
点
を

指
摘
し、

新
た

な
理
解
の

方
法
を

提

示
し
た

。

更
に、

そ
の

考
察
に

よ

っ

て

明
ら
か
に

な
る

『
浄
土
論
』

か

ら

『

論
註
』

へ

の

展
開
は、

曇

鸞
の

思
想
的
立
場
に

由
来
す
る

も
の

で

あ

ろ

う
と

推
測
し

た
。

当
論

文
は
、

こ

の

曇
鸞
の

「

名
義
摂
対
」

の

論
理
の

思

想
背
景
を

論
じ
る

も
の

で

あ
る

。

　

そ
の

方
法
論
に

つ

い

て

だ
が、

当
発
表
で

は
、

『

論
註
」

「

名
義

摂
対
」

の

論
理

を

示
し
た
上

で
、

そ
の

論
理
と

僧
肇
の

二

諦
論
と
の

関
係、

更

に
、

僧
肇
を

受
容
し

展
開
す
る

南
朝
の

道
生

（

三
五

五

−
四

三

四）

の

二

諦
論
と
の

関
係
を

考
察
し

た
。

北
朝
の

僧
肇
に

続
い

て
、

南

朝
の

道
生
の

思

想
を

取
上

げ
た
の

は
、

曇
鸞
が

南
朝
に

お
い

て

仏
教
を

研
鑽
し
た

こ

と

を

否
定
で

き
な
い

こ

と

に

加
え
、

仏
性
の

研
究
者
で

も

あ
る

道
生
が

、

白

ら
の

二

諦
説
に
基
づ

き
「

仏
無
浄
土
説
」

を

示
し
て

い

く
か

ら
で

あ
る

。

ゆ
え
に

、

互

い

に

僧
肇
思
想
を

受
容
し
つ

つ
、

「

仏
無
浄
土

説
」

を

説
く

道
生
と
、

浄
土
を

説
示
す
る

曇
鸞
の

思
想
と

は
ど
の

よ

う
な

点
で

相
違
す

る
か
を
論
じ
た

。

な
お、

僧
肇
の

二

諦
論
に

つ

い

て

は

『

不
真
空
論
』

か

ら

論
考
し

、

道
生
の

二

諦
論

に
つ

い

て

は

『

浬
槃
経
集
解
』

な
ら

び

に

『

注

維
摩
経
』

か
ら

考
察
し
て

い

る
。

紙
幅
の

都
合
上

、

発
表
の

結
論
の

み

を

示
し
た

い
。

　

ま
ず、

曇

鸞
の

「

名
義
摂
対
」

に

示
さ

れ
る
二

諦
説
は、

．

方
便
”

に

お

い

て

二

諦
（
智
慧
と

方
便）

を

説
き

、

そ

の

二

諦
が

相
即
で

あ
る

こ

と

を

示
す

。

こ

の

論
理

は、

僧
肇
が

方
便
の

二

諦
ー

僧
肇
は

龍
樹
で

い

う
俗

諦
に

お

い

て

真
諦
と

俗
諦
の

二

諦
を

語
る

ー
を
示
し、

そ
の

二

諦
が
相
即

で

あ
る

こ

と

と

共
通
す
る

。

し

か

し
僧
肇
は
、

こ

の

「

方
便
の

二

諦
」

を

超
克
す
る

「

第
一

真
諦
」

（
龍

樹
で

い

う

真
諦）

に

悟
入
す
る

論
理
を
形

成
す
る

が
、

曇
鸞
は、

般

若
を
説
く

も
の

の
、

「

第
一

真
諦
」

に

悟
入

す

る

論
理
は

示
さ
な
い
。

（
＝

法
句
」

を

示
す
文
中
に、

僧
肇
に

い

う
第
一

真
諦
に

悟
入
の

論
理
を
語
っ

て

い

る
で

あ
ろ

う
。

）

　

次
に、

曇
鸞
と

道
生
思
想
の

関
係
に

つ

い

て

考

察
し
た

。

「

名
義
摂
対
」

の

論
理
は
、

「

第
一

義
諦
」

（
智
慧）

に
摂
取
さ
れ
る

思

想
と
も
い

え
る

。

こ

の

「

第
一

義
諦
」

に

摂
取
さ
れ

る

と

い

う

点
は
、

道
生
の
一

実
諦
の

思

想
と

同

様
の

も
の

で

あ
る
と

理

解
で

き
る

。

し

か
し

な
が

ら

曇
鸞
は

、

「

智
慧
」

と
い

う
一

実
諦
を

示
す
の

で

は
な
く、

「

菩
薩
の

法
は

智
慧
と

方

便
に

依
る
」

と

示
し、

あ
く
ま
で

も
「

智
慧
」

と

「

方
便
」

の

二

諦
を

述

べ

て

い

く
こ

と
か
ら、

「

唯
一

無
二
」

「

唯

第
一

義
有
」

と

説
く
道
生
の

思

想
と
は

異
な
る

も
の

と
な
る

。

し
か
も、

道
生
は

自
ら

の
一

実
諦
思
想
に

基
づ

い

て
、

仏

無
浄
土

説
を

表
わ

し
て

い

く
の

で

あ

る

か
ら
、

ま
さ

し
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く、

道
生
の
一

実

諦
思

想
で

は
「

浄
土
」

（
方
便）

を

説
き
示

す
こ

と

が

出
来
な

く
な

る
で

あ
ろ

う
。

ゆ

え

に

曇
鸞
は

、

『

浄
土

論
』

所
説
の

「

方

便
」

と

「

般
若
」

の、
一
諦
の

相
関
性
を

、

「

智
慧」
（

第
一

義
諦
）

に

包
摂

し

て

語
り
つ

つ

も、

僧
肇
の

二

諦
論
1

す
な
わ
ち

方
便

二

言

説
・

用
に

お

け
る

二

諦
相
即
論
ー
を

受
容
し、

ど

こ

ま
で

も
”

方
便
”

と

し
て

の

二

諦

論
の

形
態
を

維
持
し
て

い

く
。

　
以
上
、

曇
鸞
は

僧
肇
を

受
け
二

諦
相
即
論
を
形

成
し

つ

つ

も
、

同
じ

く

そ
の

影
響
を
受
け
る

道
生
の

よ

う
に、
一

実
諦
思

想
に

陥
る

こ

と
は
な
い

。

一

実
諦
で

は

方
便
の

説
示

意
趣
が
希
薄
と

な
り、

仏
無

浄
土

説
に

偏
る

で

あ
ろ

う
。

曇
鸞
に

お

い

て

は
．

浄
上
荘
厳
〃

を
示
す
以

上
、

常
に

．

方
便
”

を

示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

の

で

あ
る

。

こ

れ

が

僧
肇
か
ら

曇
鸞
へ

の

流

れ

で

あ
る

。

つ

ま

り
『

論

註
』

の

「

名
義
摂
対
」

の

論
理
は
、

僧
肇
の

二

諦
論
を
背
景
に

、

『

浄
土

論
』

を

解
釈
し
た

結
果
で

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

「

往
生

伝
類
」

に

お

け
る

　

善
導
・

善
道
間
に

つ

い

て

の
一

考
察

山

　
崎

　
真

　
純

　

中
国
・

凵

本
浄
土

教
に

お

い

て

善
導
の

伝
記
は
、

約
三

十
種
に

の

ぼ

る

多
数
の

文
献
に

現
れ

る
。

そ
の

中、

王

古
の

『

新
修
往
生

伝
』

の

中

巻
に

は
二

種
の

善
導
伝
を
並

記
す
る

と

い

う
形
で

あ
っ

た

と
さ

れ

る
。

そ

れ
は

良

忠
の

『

観
経
疏

伝
通

記
』

巻
一

に

中
巻
に

は

三

十
三

人
の

伝
記
を

収

め、

そ

の

第
二

十
五

に

善
導、

第
二

十
六

に

善
道
を

挙
げ
て

い

る

（
『

大

正
蔵
」

巻
五

七、

四

九
八
c
一

四

−
一

五
）

こ

と
か
ら

分
か
る

。

こ

れ
に

よ

り、

従
来
善
導
二

人
説

二

人
説
と

い

う
も
の

が
取
り
沙
汰
さ
れ

て

き

た

が、

私
は
一

人

説
の

立

場
に

立
ち、

な
ぜ

善
導
の

伝
記
が

二

つ

に

分
け

ら
れ
る

に

至
っ

た

の

か

を

考
察
す
る

。

　

ま
ず
『

新
修
往
生

伝
』

の

善
導
伝
を

見
て

み

る

と
、

多
少
の

文
字
の

変

動
が
あ
る

他、
『
浄
土
往
生

伝
』

の

善
導
伝
に

は

な
い

記
述
が、

「

新
修
往

生

伝
』

で

は

追
加
さ
れ

て

い

た

り、

詳
細
な

説
明
が

加
え
ら

れ

て

い

る
。

こ

れ
は

「

新

修
往
生
伝
」

に

お
い

て
、

特
殊
な
例
の
一

つ

で

あ
る

。

『

新

修
往
生
伝
』

を

概
観
し
て

み

る

と
、

「

浄
土
往
生

伝
』

と

重
な
る

ほ

と
ん

ど
の

伝
記
は、

『

新
修
往
生

伝
』

で

は

省
略
さ
れ

て

い

る
の

で

あ
る

。

に

も

か
か
わ

ら

ず
、

善
導
に

関
す
る
伝

記
は
、

『

浄
土

往
生
伝
』

よ

り

「

新

修

往
生
伝』

に

あ
る
記
述
の

量
が

多
い

の

で

あ
る

。

　

次
に

「

新
修
往
生
伝
』

に

お

け
る

善
道
伝
を
見
て

み

る
。

こ

れ
は
全
く

と
い

っ

て

い

い

ほ
ど

「

浄
土
往
生

伝
」

の

善

導
伝
の

記
述
を
参
照
さ
れ
て

い

な
い
。

そ
の

た
め

、

両
者
の

比

較
は
で

き
な
い

が、

『

往
生

西
方
浄
土

瑞
応
刪
伝
』

に

あ
る

善
導
伝
の

話
と
は

多
少
相
応
す
る

所
が
あ
る
の

で
、

そ
れ
を
挙
げ
る

と
、

 
道
綽
と

の

出
遇
い
、

 
七
日
不

萎、

 
道
綽
三
罪

で

あ
る

。

一

々

の

文
字
ま
で

同
じ

と
い

う
わ

け
で

は

な
い

の

で
、

『

新
修

往
生

伝
』

の

善
道

伝
が
こ

れ
を

見
て

作
成

し
た

か

否
か
は

不
明
で

あ
る

が
、

現
存
す
る

資

料
の

中
に

お

い

て
、

こ

の

『

往
生

西
方

浄
土

瑞
応
刪

伝
』

の

善
導

伝
と
一

番
近
い

の

で

あ
る

。

し

か

し
そ

の

中
で

も
1
出
身

地
、

1
明

勝
法
師
と
の

師
弟
関
係、

皿

慧
遠
を

慕
っ

て

廬
山

を

訪
ね
る、

W
疾
病
に

よ

る

往
生
な
ど
は
、

こ

の

『

新
修
往
生

伝
』

の

善
道

伝
で

初
め

て

現
れ

る

の

で

あ
る

。

　
以
上
、

『

新
修
往
生

伝
』

に
お

け
る
善

導
・

善
道
の

二

つ

の

伝
記

を
見

た
が

、

そ
の

中
で

最
も
両
者
が

異
な

っ

て

い

る

の

は
、

往
生
相
で

あ
ろ

う
。
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